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実稼働下で複雑負荷が作用する構造部材の耐破壊性能を、
温度変化／水素環境下／中性子照射といった種々環境・
重畳を想定して合理的かつ精緻に評価可能とするため、

• 種々環境下で、評価対象部そのものの破壊特性を合理的
に取得可能な試験手法の開発

• 部材の受ける巨視的負荷や環境に依らない材料の微視的
破壊メカニズムの解明とそのモデル化

• 数値計算シミュレーションの援用による構造部材の耐破
壊性能予測手法の提示

に取り組んでいる。

溶接・接合分野、構造設計分野、健全性評価分野

構造部材性能の合理的評価のための
試験手法と統合的破壊モデル
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